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広島県労働組合総連合 

草の根わらわら 

▲広島県被団協佐久間邦彦理事長らは翌日８時に広島平和都市記念碑に受賞を報告 
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日本被団協がノーベル平和賞受賞 

日本政府は核兵器禁止条約に参加を! 

▲毎月の69行動での核兵器の廃絶署名 



広島県労連 (2) №417 

ヒロシマ労連 

第34回定期大会 

 ９月28日、市民交流プラザでヒロシマ

労連第34回定期大会を代議員32名含む

43名の参加で開催しました。寺本和男議

長が挨拶に立ち、運動の柱を３つ強調。「平和と憲法を守る運動

の意味でも、自民党政治は終わらせなければなりません。『変え

ようヒロシマ、平和・くらし・私たちの街』の合言葉の地域総

行動を労働組合と市民が共同して成功させよう」と訴え。「対話

と学びあい」で仲間を増

やし、労働組合の団結力

で賃上げ、底上げをの

テーマで12人の代議員

が方針を補足し深く掘

り下げて肉付け。積極的

な骨太な議論となりま

した。 

建交労広島県本部 

第26回定期大会 

 建交労広島県本部は10

月５日（土）第26回定期大

会を開催。23人が参加しま

した。討論では、７人が発

言。興国産業支部の門田久

弘委員長より、「組合結成

を嫌悪する社長の理不尽

な不当労働行為に対し、労

働委員会でも闘う」との表

明がありました。執行部か

らの経過報告や運動方針

の提案や会計監査報告、予

算案などを全会一致で採

択し、新しい役員を選出し

ました。 

広島自治労連 第35回定期大会 

 10月20日（日）広島自治労連第35回定期大会をロード

ビルで開催、代議員38名と傍聴が参加しました。代議員

からは、処遇改善で欠員解消を、職場の要求を結集し秋闘

勝利を、安心して働ける労働環境を、等がありました。執

行部から、住民生活に関わる公務公共労働者こそ選挙に

行って、一人ひとりの人権が尊重される憲法通りの社会に

変えよう、秋闘交渉では全ての労働者が報われるよう団結

しようと呼びかけました。役員選挙では執行委員長に広島

市職労の中石浩美さんが新しく選出されました。 

いの健広島センター 

第21回総会 

 はたらくもののいのちと健康を

守る広島県センターは、設立のきっ

かけとなった、木谷公治さんの命日

である９月30日に21回目の総会を

行い、27人が参加。総会では、７

団体から、ハラスメントの悩み、衛

生委員会の活動、労災認定を勝ち

取ったたたかいなどが報告され、新

たな役員が承認されました。参加者

からは「いろいろな労働問題がある

中で、取り組みを続けていくことが

大切なんだと思いました。学習がで

きる会がありましたら、参加させて

もらいたい」などの感想が寄せられ

ました。 
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▲ヒロシマ労連団結ガンバロウ！ 
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▲仲間づくり交流会に29名が参加 

▲分散会でみんなで意見交流 

▲35名が参加でキャラバンの意思統一 

▲団結ガンバロウで新年度へ 
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